
会
　
報

昭
和
三
九
年
一
〇
月
例
会

　
一
〇
月
三
日
（
土
）
午
後
一
時
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
於
　
京
大
陳
列
館
第
二
教
室

サ
ラ
ワ
ク
・
ブ
ル
ネ
イ
（
ボ
ル
ネ
オ
）
の
農
村
生
酒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
杉
原
　
正
毅
氏

　
昭
和
三
八
年
九
月
か
ら
三
九
年
五
月
に
か
け
て
、

京
都
大
学
ボ
ル
ネ
オ
学
術
調
査
隊
の
一
員
と
し
て

滞
在
し
た
ボ
ル
ネ
オ
の
サ
ラ
ワ
ク
・
ブ
ル
ネ
イ
地

方
の
農
村
に
つ
い
て
、
日
常
生
活
、
住
居
等
の
実

体
か
ら
は
じ
ま
り
、
焼
畑
を
中
心
と
す
る
農
耕
技

術
、
農
村
の
社
会
関
係
等
に
つ
い
て
、
豊
當
な
カ

ラ
ー
ス
ラ
イ
ド
を
駆
使
し
て
解
明
さ
れ
た
。
な
お

．
持
帰
っ
た
土
俗
品
の
展
承
解
説
も
行
な
わ
れ
た
。

昭
和
三
九
年
度
史
学
研
究
会
大
会

　
一
一
月
一
臼
（
日
）
二
田
（
月
）

　
　
第
一
日
見
学
会
「
古
墳
め
ぐ
り
」
は
、
横
山

　
　
浩
一
氏
（
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
）
の
、

　
　
指
図
を
使
用
し
た
懇
切
な
解
説
の
も
と
、
佐

　
　
紀
＋
擬
墳
群
（
ウ
ワ
ナ
ベ
＋
慨
墳
・
コ
ナ
ベ
＋
隣

　
　
墳
・
ヒ
バ
ス
深
意
・
成
務
陵
）
・
応
神
陵
・
高

井
田
横
穴
・
仁
徳
陵
・
鎌
足
廟
・
将
軍
山
古

墳
の
順
で
巡
零
し
た
。
折
よ
く
好
天
に
め
ぐ

ま
れ
、
古
墳
の
周
辺
を
散
策
す
る
に
は
絶
好

の
臼
好
と
な
り
、
各
時
代
の
古
墳
に
つ
い
て

認
識
を
新
た
に
し
た
。
将
軍
由
古
墳
は
、
取

潰
中
で
あ
る
が
、
淀
用
平
野
の
夕
景
を
傭
瞳

し
て
の
ち
、
名
神
高
速
道
路
を
経
由
し
て
帰

洛
し
た
。

第
二
欝
総
会
お
よ
び
大
会
は
、
午
後
一
時
よ

り
京
都
大
学
楽
友
会
館
に
お
い
て
開
催
し
た
。

総
会
は
、
織
田
武
雄
理
事
長
代
理
（
田
村
実

造
理
事
長
は
外
遊
中
）
の
挨
拶
に
つ
い
で
、

佐
藤
長
委
員
よ
り
会
務
お
よ
び
会
計
の
報
告

が
行
な
わ
れ
た
。

公
開
講
演
は
、
古
京
大
学
教
授
堀
米
謄
三
氏

お
よ
び
京
都
大
学
教
授
赤
松
俊
秀
氏
（
本
会

常
任
理
事
に
）
よ
り
、
次
の
通
り
行
な
わ
れ
た
。

中
世
ロ
ー
マ
法
王
権
の
勝
利
と
危
機

　
…
と
く
に
イ
ノ
セ
ン
ト
三
世
の
場
合
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
掘
米
　
庸
三
氏

．
昭
和
三
十
六
年
の
史
学
会
大
会
で
、
私
は
「
正

統
と
異
端
ー
グ
リ
ゴ
リ
ウ
ス
改
草
の
一
血
管
置

と
題
す
る
公
開
講
演
を
行
っ
た
。
中
心
主
題
は
、

こ
の
改
革
に
際
し
て
掲
げ
ら
れ
た
群
…
マ
教
会
の

秘
蹟
論
が
、
機
蟄
聖
職
者
の
排
撃
、
こ
と
に
俗
人

叙
任
権
の
否
認
に
急
な
あ
ま
り
、
カ
ト
リ
シ
ズ
ム

の
立
場
雁
事
効
論
を
逸
脱
し
、
こ
れ
に
対
立
す
る

ド
ナ
テ
ィ
ス
ト
異
端
の
立
場
“
人
効
論
に
走
っ
た

た
め
、
教
会
の
勝
利
の
の
ち
に
は
、
か
え
っ
て
、

十
二
・
王
世
紀
の
異
端
的
宗
教
運
動
を
惹
起
し
た
、

と
い
う
点
に
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
際
の
論
義
は
、

グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
改
革
期
の
秘
蹟
論
争
の
分
析
を
中

心
と
し
、
グ
レ
。
認
り
ウ
ス
的
秘
蹟
論
の
偏
向
が
よ

び
お
こ
し
た
宗
教
運
動
そ
の
も
の
の
性
質
は
も
と

よ
り
、
こ
の
偏
向
の
ロ
…
マ
教
会
じ
た
い
に
お
け

る
矯
正
に
つ
い
て
は
、
十
二
ニ
ニ
世
紀
の
法
王
教

令
に
つ
い
て
一
応
の
検
討
を
行
う
に
と
ど
ま
っ
た
。

　
こ
の
度
の
講
演
は
、
こ
れ
ま
で
菟
透
し
に
終
っ

て
い
た
部
分
を
再
検
討
し
、
中
世
に
お
け
る
「
正

統
と
異
端
鳳
の
問
題
に
一
つ
の
結
論
を
与
え
よ
う

と
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
鴫
発
点
は
、
十
三
世
紀
初
頭
に
お
こ
な
わ
れ
た

イ
ノ
セ
ン
ト
三
世
に
よ
る
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
の
修
道

会
「
小
兄
弟
麟
扁
の
認
可
に
ま
つ
わ
る
窮
情
に
あ

る
。
こ
の
認
可
が
史
料
的
に
全
く
不
明
の
箇
処
を

残
し
て
い
る
こ
と
は
、
ご
二
五
年
の
第
四
ラ
テ

ラ
ノ
公
会
議
の
決
定
に
お
け
4
0
．
、
一
斑
の
新
し
い

修
道
会
の
認
可
禁
止
を
う
た
っ
た
簡
条
と
と
も
に
、
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研
究
者
に
多
く
の
疑
念
を
お
こ
さ
せ
る
も
の
で
あ

る
。
結
論
を
さ
き
に
い
え
ば
、
こ
の
二
つ
の
慕
実

は
根
互
に
密
接
に
関
連
す
る
も
の
で
、
し
か
も
中
、

世
ロ
ー
マ
法
王
権
の
最
盛
期
を
現
出
し
た
イ
ノ
セ

ン
ト
三
世
の
政
治
が
、
意
外
に
も
ロ
…
マ
教
会
内

の
執
拗
で
頑
強
な
反
対
を
お
し
き
っ
て
行
わ
れ
た

こ
と
を
示
す
も
の
な
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヅ
イ
タ
　
ア
ぶ
ス
ト
リ
カ

　
十
二
世
紀
は
い
わ
ゆ
る
「
使
徒
的
生
活
」
を
追

求
す
る
宗
教
運
動
が
、
蔭
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
い
た
る

と
こ
ろ
に
お
こ
っ
た
時
期
で
あ
る
。
こ
の
運
動
は

同
時
代
の
工
面
生
活
の
亡
霊
、
十
字
軍
、
十
二
世

紀
ル
ネ
サ
ン
ス
等
の
諸
現
象
と
密
接
に
闘
魚
す
る

も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
根
源
は
、
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス

改
革
の
腐
敗
聖
職
者
攻
撃
と
そ
の
た
め
の
斑
衆
の

動
員
に
よ
っ
て
か
き
た
て
ら
れ
た
人
心
が
、
僑
仰

の
理
想
を
、
既
存
の
教
会
秩
序
を
こ
え
て
、
原
始

キ
リ
ス
ト
教
に
求
め
た
こ
と
に
発
す
る
。
人
々
は

使
徒
の
よ
う
に
自
髭
的
な
貧
困
盤
清
貧
に
生
き
、

使
徒
と
隔
じ
く
主
の
言
葉
の
宣
窟
期
自
由
説
教
を

使
命
と
し
て
感
じ
た
。
こ
の
運
動
の
中
か
ら
、
十

一
世
紀
末
か
ら
十
二
世
紀
前
半
に
か
け
て
、
い
く

つ
か
の
大
修
道
会
が
生
れ
た
が
、
そ
の
最
大
の
も

の
、
シ
ト
…
修
道
会
も
、
福
音
の
膚
由
説
教
を
目

的
と
し
た
も
の
で
は
な
い
が
、
同
時
代
の
宗
教
運

動
と
い
う
背
景
な
し
に
そ
の
隆
盛
を
説
明
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
・

　
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
改
革
の
理
想
が
消
え
な
か
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヴ
イ
タ
ロ
ア
ボ
ス
ト
リ
カ

十
二
世
紀
の
前
半
ま
で
、
使
徒
的
生
活
の
諸
形
態

は
、
ロ
ー
マ
教
会
の
発
展
を
そ
の
ま
ま
に
示
す
も

の
で
あ
っ
た
が
、
同
世
紀
の
中
葉
に
は
じ
ま
る
カ

タ
ジ
派
異
短
の
藪
欧
浸
透
と
と
も
に
、
ロ
ー
マ
教

会
は
こ
の
運
動
の
中
心
隅
的
で
あ
る
福
音
の
自
由

説
教
に
強
い
不
安
を
感
じ
、
こ
れ
を
既
存
の
体
制

の
申
に
吸
駁
し
よ
う
と
す
る
に
い
た
る
。
こ
と
に

自
由
説
教
巻
の
多
く
が
異
端
と
共
通
な
人
効
論
的

秘
蹟
論
に
立
ち
、
激
占
い
教
会
批
判
を
展
開
す
る

に
及
ん
で
、
ロ
ー
マ
教
会
は
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
改
革

の
目
的
達
成
の
た
め
に
宿
ら
え
ら
ん
だ
手
段
巨
人

効
論
的
秘
蹟
論
の
収
拾
に
悩
ま
ざ
る
を
え
な
い
こ

と
に
な
る
。
こ
こ
に
急
速
に
保
守
化
す
る
こ
と
に

な
っ
た
ロ
ー
マ
教
会
は
、
他
方
、
そ
れ
に
反
比
例

し
て
急
進
化
す
る
宗
教
運
動
の
処
理
に
窮
し
、
一

一
七
九
年
の
第
三
ラ
テ
ラ
ノ
会
議
、
お
よ
び
と
く

に
一
一
八
四
年
の
ヴ
ェ
ロ
ナ
公
会
議
を
経
て
、
カ

タ
リ
派
の
み
な
ら
ず
ワ
ル
ド
派
を
は
じ
め
と
す
る

一
切
の
使
徒
酌
生
活
の
宗
教
運
動
を
異
端
と
し
て

教
会
外
に
追
放
す
る
に
い
た
る
。

　
こ
れ
は
し
か
し
、
客
観
的
に
み
れ
ば
、
グ
レ
．
コ

リ
ウ
ス
改
革
に
よ
っ
て
勝
利
し
た
醤
ー
マ
教
会
が
、

当
然
引
受
け
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
貴
誌
の
放
棄
で

あ
り
、
そ
の
結
果
お
こ
っ
た
正
統
と
異
端
の
対
立

は
、
教
会
の
外
颪
的
隆
盛
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の

最
も
合
土
な
危
機
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
危
機
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
正
し
く
認
識
し
、

い
わ
ば
、
グ
リ
ゴ
リ
ウ
ス
改
革
に
伴
う
ロ
…
マ
教

会
の
歴
史
的
費
任
を
一
身
に
引
受
け
た
の
が
イ
ノ

セ
ン
ト
三
世
で
あ
る
。
彼
の
弾
力
あ
る
宗
教
運
動

の
対
策
は
、
ヴ
ェ
ロ
ナ
公
会
議
の
決
定
に
よ
っ
て

教
会
外
に
放
逐
さ
れ
た
い
く
多
の
宗
激
運
動
を
、

再
び
教
会
内
に
吸
収
し
、
こ
れ
を
異
端
に
対
す
る

防
波
堤
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ロ
ー
マ
教
会
の
危

機
を
す
く
い
、
ま
た
そ
れ
に
新
し
い
活
力
を
与
え

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
そ
の
最
大
の
成
果
が
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
の
修
道
会

認
可
で
あ
っ
た
。
し
か
し
イ
ノ
セ
ン
ト
の
宗
教
家

と
し
て
の
宗
教
運
動
へ
の
理
解
も
、
政
治
家
と
し

て
の
洞
察
に
と
ん
だ
対
策
も
、
既
存
の
教
会
・
修

道
院
の
も
つ
利
害
と
の
相
反
の
た
め
、
激
し
い
抵

抗
な
し
に
は
遂
行
さ
れ
え
な
か
っ
た
。
聖
フ
ラ
ン

シ
ス
の
修
道
会
認
可
に
ま
つ
わ
る
陵
昧
さ
は
こ
れ

に
起
因
し
、
第
四
ラ
テ
ラ
ノ
会
議
に
お
け
る
漸
修

道
会
禁
止
の
条
項
は
、
斎
篭
に
イ
ノ
セ
ン
ト
に
紺

す
る
高
位
聖
職
者
層
の
抵
抗
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
堀
米
）
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領
主
と
作
入
　
　
　
　
　
赤
松
俊
秀
氏

　
　
　
へ
講
演
内
容
は
論
文
と
し
て
近
く
本
誌
に

　
　
　
掲
載
予
定
）

学
界
消
息

読
　
史
　
会

七
月
例
会

七
月
工
日
（
土
）
午
後
「
時

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
み
て
詣
め
岬
。
き

九
月
例
会

九
月
…
二
鏑
（
土
）
午
後
…
時

　
満
由
党
を
め
ぐ
っ
て

昭
和
三
九
年
度
秋
季
大
会

一　
　
　
　
　
　
　
　
於

蹴
部
・
家
部
論

刈
分
小
作
に
つ
い
て

楽
友
会
館

　
　
　
横
田
　
健
一
角

楽
友
会
館

　
　
　
彰
　
沢
　
周
氏

…
月
　
二
臼
（
祝
）
午
前
九
時
～
午
後
五
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
大
学
文
学
部
第
一
教
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
原
　
秀
三
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
泉
谷
　
康
夫

太
田
文
か
ら
み
た
郡
郷
・
別
名
翻
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
本
　
賞
三

封
建
酌
土
地
所
有
解
体
の
地
域
的
特
質
　
中
村
　

蓉

近
世
初
期
に
お
け
る
奥
能
登
農
村
の
展
開

古
畿
の
土
地
亮
買
に
つ
い
て

菊
地

藁
明

it／’i

沢

裕

墾
徳
太
予
研
究
の
一
視
点
　
　
　
　
　
　
田
村
　
円
澄

魂
同
開
珍
の
発
晃
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
億
藤
　
虎
雄

元
興
寺
極
楽
坊
発
見
の
闘
茶
史
料
　
　
　
五
来
　
　
璽

近
世
初
頭
の
キ
リ
ス
ト
教
会
の
長
綺
貿
易
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
庸
　
易
蔵

味
方
但
馬
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
小
葉
田
淳

東
洋
史
談
話
会
大
会

昭
和
三
九
年
一
一
月
念
写
（
祝
）

　
午
前
九
時
～
午
後
筑
隣
於
　
京
火
入
文
科
学
研
究
所

粥
宋
折
畠
銭
を
め
ぐ
っ
て
　
　
　
　
梅
原
　
郁

　
辛
亥
革
命
前
後
・
江
南
の
農
村
赴
会

　
1
…
蘇
州
府
下
の
地
本
餌
戸
関
係
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
島
　
淑
男

　
入
世
紀
初
期
に
お
け
る
鷹
覇
の
対
氏
族
策

　
1
い
わ
ゆ
る
敦
燈
名
族
志
残
巻
を
め
ぐ
っ
て
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
田
　
　
温

南
陽
漢
画
像
石
の
意
義
　
　
　
　
　
　
畏
広
　
敏
雄

ダ
ヤ
ソ
・
カ
ー
ン
物
語
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
　
長

　
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
中
期
の
土
地
問
題
　
　
　
佐
藤
圭
圏
郎
　

窺
西
交
通
史
料
と
し
て
の
マ
ッ
カ
リ
ー
p
7
竃
農
ρ
舘
圃

　
　
の
前
口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
晶
嗣
嶋
…
　
信
次

白
虎
観
論
議
の
思
想
曳
脇
詰
概
づ
け
　
　
臼
原
　
利
園

最
近
清
代
役
会
研
究
に
関
す
る
私
見
O
⇒
↓
≦
陣
O
財
ゆ
洋

西
洋
吏
読
轡
会
大
会

昭
郵
三
九
年
　
｝
月
三
践
へ
祝
）

　
午
前
九
時
半
～
午
後
五
時
半
於
　
京
大
楽
友
会
館

　
フ
ラ
ソ
シ
ス
カ
ソ
運
動
に
お
け
る
貧
し
さ
の
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
政
本
　
博

　
一
王
・
四
倣
紀
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
権
力
と
抵
抗

　
ー
ー
ワ
ッ
ト
・
タ
イ
ラ
ー
の
大
反
乱
を
中
心
と
し

　
　
て
一
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寓
岡
　
次
郎

　
ア
ソ
シ
ア
ソ
・
レ
ジ
ー
ム
に
お
け
る
《
難
①
塑
と

　
　
《
o
o
類
の
ぞ
①
V
の
法
的
分
析
　
　
　
　
志
壇
　
嘉
夫

　
ウ
ル
古
拙
文
潜
時
代
は
「
凍
始
民
叢
制
」
時
代
で
あ
ろ

　
う
か
？
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
原
与
一
調
九
郎

勺
．
ピ
①
嬬
O
難
羅
と
℃
㌔
い
一
】
W
”
ゆ
餌
O
げ
ゆ
N
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
杉
村
和
子

賃
金
基
金
説
と
ミ
ル
の
社
会
改
良
主
義
　
山
下
　

浩

　
ア
ク
ト
ソ
の
自
尊
の
理
念
に
つ
い
て
　
　
栄
田
　
卓
弘

東
部
ノ
ル
マ
ソ
デ
ィ
に
お
け
る
綿
業
資
本
家
の
系
譜
に

　
　
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
服
部
春
彦

イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
の
成
　
立
と
発
展

　
！
思
想
史
劇
な
考
察
一
…
－
　
　
　
村
岡
　
健
次

情
霞
議
会
多
数
派
と
七
月
危
機
　
　

米
沼
　
治

日
本
地
一
同
学
A
π
一
九
六
四
年
秋
季
ム
八
ム
誤

十
月
二
・
三
・
四
臼
於

　
〈
公
開
講
演
会
〉

北
海
学
圏
大
学
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息濃界学

世
界
と
擬
次
の
土
地
利
田
禰
査

北
海
遺
の
開
拓
の
発
展

公
般
研
究
発
表
ソ

三
宅
島
土
地
鋼
度
概
報

西
海
道
に
お
け
る
古
代
の
腸
発
に
つ
い
て

渡
辺
　
光

上
漿
雪
三
郎

弾
阪
　
篤
予

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桑
原
公
徳

二
村
の
羅
済
機
能
類
　
型
　
　
　
野
村
京
子
・
櫨
…
松
静
江

木
材
港
整
備
計
麺
の
地
域
的
効
果
　
　
　
小
池
　
洋
一

庄
園
・
大
竹
工
業
地
帯
に
お
け
る
墳
油
化
学
コ
ン
ど
ナ

　
…
ト
の
鵜
羅
阻
と
問
題
点
に
つ
い
て

ペ
ル
ー
漁
…
業
の
概
糊
隅

八
丈
・
島
の
堂
舎
絹
に
つ
い
て

日
高
山
地
に
お
け
る
交
通
路
の
発
達

交
通
地
理
学
に
つ
い
て

藤
森
　
勉

田
鳴
　
　
久

浅
井
　
得
　

伊
藤
　
久
雄

鯛
賀
谷
一
良

漸
潟
地
震
i
人
文
地
理
の
測
か
ら
の
問
題
提
起
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
　
一
夫

二
軸
の
巾
心
地
群
と
関
係
囲
に
つ
い
て
　
服
部
錘
二
郎

人
口
現
｛
象
か
ら
み
た
都
市
地
域
の
拡
大
　
撮
太
・
　
実

廠
日
朝
鮮
人
の
入
口
動
態
の
研
究
　
　
　
魚
　
　
　
塘

そ
の
他
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
平
地
の
地
理
学
」
・
地
形
　
．
気

候
・
陸
水
・
地
図
に
関
す
る
発
表
及
び
エ
ク
ス
カ
ー
シ

窪
ソ
が
行
わ
れ
た
。

入
文
地
理
挙
会

第
五
七
二
尊
会

…こ

¥
一
九
始
鷲
掴
眉
月
こ
⊥
丁
繍

　
蒲
予
の
養
殖
漁
村

　
一
癖
中
園
の
環
況
一
北
京
、

　
　
広
州
一

第
五
八
園
例
会

一工

¥
九
年
九
門
月
二
ゐ
一
六
日

　
。
ハ
ー
リ
ア
愉
肌
の
焼
梱
鯛
撒
賦
階
本

　
羅
府
…
研
究
の
諸
聞
題
．

一
九
六
四
年
一
笈
火
会

十
一
月
三
郷

　
　
於
　
開
醗
学
院
大
学

　
　
　
　
　
火
島
　
嚢
二

軍
安
、
上
梅
、
武
撲
、

　
　
　
　
　
河
野
　
通
博

於

岡
垣
社
女
早
高
校

　
　
佐
々
木
高
明

　
　
木
下
　
良

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
於
京
都
大
学
園
丁
部

神
奈
頬
県
に
お
曾
る
水
稲
生
産
力
の
展
開

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
木
千
枝
子

岐
億
・
県
に
お
け
る
養
掻
地
域
幟
…
造
の
比
較
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
火
迫
　
輝
通

福
島
盆
地
に
お
け
る
果
樹
栽
培
の
現
況
桜
井
　
秀
三

熊
本
県
小
岱
山
山
麓
に
お
け
る
柑
賦
彌
慰
作
り
晶
竪
猿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
規
工
川
宏
輔

天
龍
川
下
流
の
水
利
の
発
達
と
土
地
利
田
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
内
　
常
行

発
琶
湖
安
土
帯
拓
地
に
お
け
る
難
業
と
盤
活

　
　
　
　
　
　
木
村
憲
治
・
宮
畑
巳
年
生
・
坂
本
英
夫

九
州
山
地
に
お
け
る
林
野
所
有
の
歴
史
地
理
学
的
研
究

　
一
富
崎
県
椎
葉
村
の
事
例
…
　
　
　
　
三
浦
　
保
寿

親
族
藥
団
の
称
呼
を
指
膜
と
す
る
粛
鴨
繭
心
諮
島
の
社
会
地

　
域
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
廻
　
徹

対
馬
領
隙
代
売
薬
行
商
圏
の
戒
立
過
程
　
小
林
　
　
聾

徳
島
察
史
に
於
け
る
欝
然
的
焦
礎
　
　
　
譲
弾
　
好
行

延
響
式
の
河
内
餓
槻
塞
駅
所
在
考
　
　
　
尼
利
　
健
亮

戦
図
蒔
代
の
建
張
に
お
け
る
巾
・
心
事
“
溢
の
形
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
林
健
太
郎

農
村
人
郷
の
減
少
と
中
心
集
落
　
　
　
　
西
村
　
睦
男

大
都
市
周
辺
の
郷
市
化
…
販
急
窯
塚
帆
伯
線
の
場
合
f

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
井
　
稔

三
二
禽
類
と
都
市
成
長
上
に
お
け
る
人
降
集
中
地
区
と

　
都
市
核
の
織
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
…
岡
謙
…
二
郎

足
利
繊
維
工
業
の
地
域
轍
混
然
　
　
　
　
　
斉
藤
…
畔
吉

内
陵
工
業
地
の
形
成
一
過
程
一
寮
費
県
・
帖
滋
賀
県
の
暢

　
合
i
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
　
憲
冶

需
絵
関
係
よ
り
み
た
府
県
及
び
府
集
統
合
地
区
の
性
格

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
成
田
　
孝
三

大
阪
市
の
肪
災
研
究
に
お
け
る
入
文
地
理
学
の
課
題

　
－
第
二
室
芦
台
風
を
鰹
に
一
　
　
　
　
渡
辺
　
一
夫

覧
永
元
年
刊
「
大
日
取
園
地
震
之
図
」
の
発
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
間
　
三
郎

四
菌
外
洋
漁
村
の
ハ
マ
チ
主
峯
　
　
　
　
大
島
　
嚢
二

宇
和
海
竪
襟
漁
戸
の
存
立
形
態
　
　
　
　
窪
田
雷
三
郎

則
口
嬢
内
海
漁
村
の
変
貌
　
　
　
　
　
　
萩
　
宅
　
勇

能
…
野
灘
沿
磁
序
の
箆
鷺
地
域
と
し
て
の
ニ
ケ
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
箭
田
　
和
夫

鶴
学
地
理
学
の
方
法
論
　
　
　
　
　
　
　
練
出
　
政
子

四
a
に
は
、
亀
岡
・
池
顕
、
コ
…
ス
、
阪
大
湾
臨
海
工
業

地
区
コ
…
ス
へ
の
エ
ク
ス
カ
」
シ
ョ
ソ
が
行
な
わ
れ
た
。
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